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今週の概要 

• 小児科外来情報
• 6 月報（月単位報告対象疾患（性感染症・薬剤耐性菌感染症）の状況）

❖定点把握感染症報告状況（定点当たり患者報告数の上位５疾患）❖

順
位

疾患名 
奈良県 

北部 中部 南部 
定点当たり （前週） 増減 

1 ヘルパンギーナ 4.44 (4.97)     
2 感染性胃腸炎 3.91 (4.06)     
3 Ａ群溶連菌咽頭炎 1.71 (1.94)     
4 流行性耳下腺炎 1.29 (2.00)     
5 伝染性紅斑 0.59 (1.26)    

発生状況： 大流行 流行 やや流行 少し流行 散発 （疾患毎に、基準値を定めています。） 

増減：過去５週間平均数と比べたときの変化 急増、増加、やや増加、横ばい、やや減少、減少

❖県内概況❖

先週に引き続き、ヘルパンギーナが流行しています。中和保健所西部（旧葛城保健所）管内で

増加し、警報レベルを超えています。患者は、５歳未満が８割を占めています。感染者との密接

な接触を避け、うがいや手指の消毒を行ない、感染予防に努めましょう。 

暑い日が続いています。体調管理に気を付け、体調不良を感じたら早めに医療機関を受診して

ください。 

✤小児科外来情報✤
北部地区（矢追医院） 

外来患者数は学校や幼稚園が夏休みになりますから、減ってきそうです。ヘルパンギーナの流行は保

育園児で続いていますが、軽症です。類縁の手足口病は最近みられません。流行性耳下腺炎が小学校

以上成人までみられます。中学生以上で細菌性の感染性胃腸炎がよくみられていましたが、このところノ

ロと思われるウイルス性の嘔吐腹痛下痢が保育園児で増えてきました。これも軽症です。1 週間前までヒト

メタニューモウイルスによる気管支炎が時にみられました。

中部地区（岡本内科こどもクリニック） 

学童で流行性耳下腺炎の流行が持続している。 

へルパンギーナ,アデノ様咽頭炎が増加、まだそれ程多くはない。 

手足口病はまだない。 感染性胃腸炎があるが軽症。 

咳嗽の多い乳幼児例があるがｈMPV 検査陽性例はなかった。 

南部地区（南奈良総合医療センター小児科） 

ヘルパンギーナの流行が続く。1～2 日の高熱、咽頭痛が中心で摂食困難例では輸液するが、髄膜炎

合併はなかった。 

手足口病、プール熱は散発。ムンプスの流行は少し落ち着いてきた。胃腸炎は夏かぜ由来がほとんど

で、白っぽい下痢でもアデノ陽性であった。遷延咳嗽例ではｈMPV 陽性の肺炎が数例みられた。 
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❖定点把握感染症報告状況❖ 平成 28 年 第 28 週 7 月 11 日 ～ 17 日

保健所別報告数 奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野
インフルエンザ定点数 54 14 14 11 10 2 3

小児科定点数 34 9 9 7 6 1 2
1 1

(0.03) (0.17)

11 4 1 3 2 1
(0.32) (0.44) (0.11) (0.43) (0.33) (0.50)

58 4 11 5 38
(1.71) (0.44) (1.22) (0.71) (6.33)

133 23 17 34 56 3
(3.91) (2.56) (1.89) (4.86) (9.33) (1.50)

10 8 2
(0.29) (0.89) (0.22)

9 4 3 2
(0.26) (0.44) (0.43) (0.33)

20 9 3 5 2 1
(0.59) (1.00) (0.33) (0.71) (0.33) (1.00)

17 2 2 4 8 1
(0.50) (0.22) (0.22) (0.57) (1.33) (0.50)

151 35 16 41 52 7
(4.44) (3.89) (1.78) (5.86) (8.67) (3.50)

44 19 2 13 8 2
(1.29) (2.11) (0.22) (1.86) (1.33) (1.00)

眼科定点数 10 3 3 2 2 0 0

3 2 1
(0.30) (0.67) (0.33)

基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1
1 1

(0.17) (1.00)

8 2 1 2 3
(1.33) (2.00) (0.50) (2.00) (3.00) ※平成27年2月16日より桜井保健所と葛城保健所は統合され中和保健所となりました。

旧桜井保健所分は中和（東）、旧葛城保健所分は中和（西）として集計しています。

　上段　：報告数
（下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数

年齢別報告数
年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70-79 80- 合計 累計

男 7741
女 7517

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20- 合計 累計
男 1 1 150
女 136
男 1 3 3 1 8 240
女 3 3 217
男 1 3 5 1 9 5 4 1 5 1 35 989
女 1 6 6 2 2 2 1 1 1 1 23 817
男 8 17 6 6 4 6 3 1 1 1 3 1 7 64 2683
女 3 5 12 11 7 5 3 2 2 6 1 5 7 69 2379
男 1 1 1 1 4 166
女 1 2 1 1 1 6 128
男 2 1 3 30
女 3 1 2 6 26
男 4 2 2 1 1 1 11 309
女 1 1 3 2 1 1 9 315
男 1 5 6 252
女 5 2 4 11 240
男 4
女 3
男 8 10 14 19 14 9 9 1 1 85 363
女 1 4 16 13 12 9 2 3 2 2 2 66 309
男 1 1 4 2 4 1 1 4 18 666
女 1 2 5 5 3 2 2 2 3 1 26 589

年齢区分 年齢 0-5M 6-11M 1歳 2 3 4 5 6 7 8 9 10-14 15-19 20-29 30-39 40-49 50-59 60-69 70- 合計 累計
男 1
女 1
男 2 2 37
女 1 1 44

年齢区分 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計
男 1 1 4
女 2
男 3
女 2
男 2 2 2 6 66
女 1 1 2 64
男
女
男 53
女 45

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

感染性胃腸炎
（ロタウイルス）

突発性発しん

百日咳

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

咽頭結膜熱

A群溶連菌咽頭炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

細菌性髄膜炎

無菌性髄膜炎

マイコプラズマ肺炎

クラミジア肺炎

インフルエンザ

RSウイルス感染症

百日咳 ✤第28週のトピックス✤

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

◆ここに注意！海外渡航にあたって【旅行前には診察を受けよう】
http://www.forth.go.jp/useful/attention/01.html

水痘
５類感染症 侵襲性インフルエンザ菌感染症1件（奈良市1）

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

RSウイルス感染症 ２類感染症 結核2件（奈良市1、中和1）

咽頭結膜熱
３類感染症

A群溶連菌咽頭炎

４類感染症感染性胃腸炎

奈良県
北部 中部 南部

❖全数把握感染症報告状況❖　（　）は保健所別内訳
インフルエンザ

１類感染症
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❖注目疾患の動向❖全て定点当たり報告数 H28 H27 H26 過去10年平均

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 ヘルパンギーナ

0.0

2.0

4.0

6.0

8.0

10.0

12.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 感染性胃腸炎

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 Ａ群溶連菌咽頭炎

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
0
1
1
1
2
1
3
1
4
1
5
1
6
1
7
1
8
1
9
2
0
2
1
2
2
2
3
2
4
2
5
2
6
2
7
2
8
2
9
3
0
3
1
3
2
3
3
3
4
3
5
3
6
3
7
3
8
3
9
4
0
4
1
4
2
4
3
4
4
4
5
4
6
4
7
4
8
4
9
5
0
5
1
5
2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 流行性耳下腺炎

0.0

0.2

0.4

0.6

0.8

1.0

1.2

1.4

1 2 3 4 5 6 7 8 9
1
0

1
1

1
2

1
3

1
4

1
5

1
6

1
7

1
8

1
9

2
0

2
1

2
2

2
3

2
4

2
5

2
6

2
7

2
8

2
9

3
0

3
1

3
2

3
3

3
4

3
5

3
6

3
7

3
8

3
9

4
0

4
1

4
2

4
3

4
4

4
5

4
6

4
7

4
8

4
9

5
0

5
1

5
2

1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

報告数/定点数 伝染性紅斑

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

10.0

24週 25週 26週 27週 28週

報告数/定点数

ヘルパンギーナ三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

24週 25週 26週 27週 28週

報告数/定点数

Ａ群溶連菌咽頭炎
三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

0.0

1.0

2.0

3.0

4.0

5.0

6.0

7.0

8.0

9.0

24週 25週 26週 27週 28週

報告数/定点数

感染性胃腸炎
三重県

滋賀県

京都府

大阪府

兵庫県

奈良県

和歌山県

奈良県感染症情報　－3/4－



✤定点把握感染症報告状況✤ 平成 28 年 6 月　上段　：報告数奈良市 郡山 中和（東） 中和（西） 内吉野 吉野 （下段）：定点当たり報告数　報告数÷定点数 累計は、2016年1月からの累計性感染症定点数 11 3 3 2 3 0 0 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計17 5 6 2 4 ･･･ ･･･ 男 2 1 2 1 6 24(1.55) (1.67) (2.00) (1.00) (1.33) ･･･ ･･･ 女 6 1 2 2 11 325 1 2 2 ･･･ ･･･ 男 1 1 6(0.45) (0.33) (0.67) (0.67) ･･･ ･･･ 女 1 1 1 1 4 194 1 1 2 ･･･ ･･･ 男 1 1 12(0.36) (0.33) (0.33) (0.67) ･･･ ･･･ 女 1 1 1 3 125 1 3 1 ･･･ ･･･ 男 1 1 1 1 1 5 12(0.45) (0.33) (1.00) (0.50) ･･･ ･･･ 女 6基幹定点数 6 1 2 1 1 0 1 年齢 0歳 1-4 5-9 10-14 15-19 20-24 25-29 30-34 35-39 40-44 45-49 50-54 55-59 60-64 65-69 70- 合計 累計32 10 10 1 11 ･･･ 男 1 2 1 2 14 20 148(5.33) (10.00) (5.00) (1.00) (11.00) ･･･ 女 1 1 10 12 807 7 ･･･ 男 1 5 6 35(1.17) (3.50) ･･･ 女 1 1 81 1 ･･･ 男(0.17) (1.00) ･･･ 女 1 1 1✤対象疾患の動向✤全て報告数

奈良県 北部 中部 南部性器クラジミア感染症性器ヘルペス尖圭コンジローマ淋菌感染症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症ペニシリン耐性肺炎球菌感染症薬剤耐性緑膿菌感染症

0510
1520

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

性器クラミジア感染症性器クラミジア感染症性器クラミジア感染症性器クラミジア感染症H28 H27 H26
010203040
506070

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症

0246
810

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

性器ヘルペスウイルス感染症性器ヘルペスウイルス感染症性器ヘルペスウイルス感染症性器ヘルペスウイルス感染症
05101520
2530

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

ペニシリン耐性肺炎球菌感染症ペニシリン耐性肺炎球菌感染症ペニシリン耐性肺炎球菌感染症ペニシリン耐性肺炎球菌感染症

024
68

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

尖圭コンジローマ尖圭コンジローマ尖圭コンジローマ尖圭コンジローマ
0123
45

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

薬剤耐性緑膿菌感染症薬剤耐性緑膿菌感染症薬剤耐性緑膿菌感染症薬剤耐性緑膿菌感染症

0246
810

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12
報告数（人） 月

淋菌感染症淋菌感染症淋菌感染症淋菌感染症
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